




























































































































































































































この l_んぷんL を すり いだす には そもそ
も ふたつ の おもむき あり ひとつ には
まいにち の おふれ を ほじめ くにうち は
まうす まで も なく ひろく せかいぢうの
にちにち うつり かわる ありさま まで かき
つづり あまねく をんな こども にも みせて
くに の ひらけ すすむ を たすくる ため
ふたつ には わがくに は ことばまなび の
くに なれは かず おはく して まなびがたき
から の もじ は なくて も ひらがな 五十
じ さ- あれば よろづ の こと に すこし
も さしつか- なき こと を あまねく ひと
びと に しらせ この のち おはひに あがく
にことば の がくもん を おこす ため に
すり いだす しんぶん なれば のこらず ひら
がな にて かきつづり から の もじ は ひ
とつ も もちひぬ はず なれども あがくに
の ところ の な や ひと の な に いた
りてほ よみ がたき ところな ひとな おはけ
れば もしや かき あやまる こと も あらん
か と おそるる より して いま しばらく
から の もじ を のこし おける なり ただ
し ことば の みぎ に - この しるし あ
る は ところ の な なり ひだり に ある
は ひと の な なり また みぎに - この
しるし ある は やくめ の な なり また
ことば の おはり に ､ この しるし ある
は くぎり なり ｡ この しるし ある は
よみきり なり また あと さき に ( )
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･暖簾 ･票帖 ･稗史ノ類観テ見ルベシ｡則 〔チ〕




















State形勢 ･大臣 ･国家,Branch枝村 ･学派 ･







治7年) 『ものあ り の はしご (またのな せ
いみ の てびき,いざりす とます ていと
えらむ)』3冊を翻訳,刊行 していること-の言
及である｡ThomasTateについては未詳. 卯





生に生まれた｡万延元年 (1860)に 『ゑ ん ぎりし


















































































年のところに ｢六 合 新 聞 3月 創刊 同年 4月
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(7号)廃刊｣とある｡前引,｢4月7日号で庇刊｣




平凡社の旧版 『大百科事 典』には ｢--早 く
『ことばのはやし』の出版等にも従事し,殊に仮
名文の広布につとめた｣とある｡いずれにせよ,
卯三郎は,表向きの商事活動のほか,化学の研究
にも力を注ぎ,その一方で図書 ･新聞の出版発行
というような近代的で知的な,当時のことばで言
えば文明開化的な事業にも強い関心をもった｡そ
して卯三郎は,そんな思惑もあって,相当の犠牲
を払ったのであろうが,印刷機械をわざわざアメ
リカから取 り寄せた｡しかし,これは期待通 りに
は活用はできなかったようである｡
いずれにせよ,明初の新聞紙はいずれも短命で
あった｡慶応4年(9月8日明治と改元)2月,民間
紙の先頭を切って創刊された柳川春三の ｢中外新
聞｣も約3カ月間に計44号,2日強に1号の割合
で発行して,廃刊に追い込まれた｡明治2年3月
再興,こんどほ ｢太政官日誌｣たてつくことなど
せず,ずっと穏健に経営されたのであったが,2
年間にようやく41号発行し,こんどは春三の死に
よって3年2月廃刊となった｡ ｢中外新聞｣に続
いて卯三郎の ｢六合新聞｣をはじめ,｢明治新聞｣
｢博問新聞｣｢遠近新聞｣ ｢郡部新聞｣ ｢天理.可楽
怖てりがらふ｣｢開知新聞｣｢凪のたより｣ ｢内外
新報｣などが続続創刊,あるいは再刊されたが,
いずれも短命に終わった｡それにはそれだけの理
由もあったはずであろうが,今は,その間の事情
には立ち入らないとして,新聞発行を断念した卯
三郎の店には,折角の印刷機枕がそのままになっ
ていた｡その較概が,明治5年 (1872),わが国
で初めての日刊新聞 ｢東京日日新聞｣が企画創刊
されたとき (2月21日),活用されて一役演じるこ
とになるのであるが,これは当面のテーマとは少
し筋違いに過ぎるので立ち入ることを断念せざる
を得ない｡
清水卯三郎は長生きして明治43年 (1906)1月,
83歳で没した｡ (未完)
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